平成１５年度　１級管工事　学科試験　問題Ａ

　次の注意をよく読んでから始めてください。
【注意】
　1 ．これは試験問題Ａです。表紙とも10枚44問題あります。
　2 ．解答用紙（マークシート）に間違いのないように、試験地、氏名、受験番号を

　　　記入するとともに受験番号の数字をぬりつぶしてください。
　3 ．問題No.1からNo.14までの14問題は必須問題です。全問題を解答してください。
4 ．問題No.15からNo.37までの23問題は選択問題です。

　　　12問題を選択して、解答してください。
　5 ．問題No.38からNo.44までの7問題は必須問題です。全問題を解答してください。
　6 ．以上の結果、全部で33問題を解答することになります。
7 ．解答は別の解答用紙（マークシート）にHB の鉛筆又はシャープペンシル

　　　（HB の芯使用）で記入してください。（万年筆、ボールペンの使用は不可）
　　　解答用紙は　　　　　　　　　　　　　　　　　　となっていますから、

問題番号
解答記入欄

No. 1

No. 2

…

No.10
①　②　③　④

①　②　③　④

…

①　②　③　④

　　　当該問題番号の解答記入欄の正解と思う数字を一つぬりつぶしてください。
　　　解答のぬりつぶし方は、解答用紙のぬりつぶし例を参照してください。
　　　なお、正解は１問について一つしかないので、二つ以上ぬりつぶすと正解としませ

　　　ん。
8 ．解答を訂正する場合は、プラスチック消しゴムできれいに消してから訂正してく

　　　ださい。
　　　消し方が不十分の場合は、二つ以上解答したことになり、正解としません。
　9 ．問題用紙の余白は、計算等に使用して差し支えありません。
　　　ただし、解答用紙（マークシート）は計算等に使用しないでください。
10．この試験問題は、試験終了時（12 時30 分）まで在席した方のうち、希望者に

　　　限り持ち帰りを認めます。途中退室した場合は、持ち帰りできません。

　　　なお、解答用紙はいかなる場合でも持ち帰りは出来ません。
　　必　須　問　題

問題No.1からNo.14までの14問題は必須問題です。全問題を解答してください。

【Ｎｏ．　１】

　音響に関する記述のうち、適当でないものはどれか。
　(1)　遮音性能のよい遮音材は、一般に透過損失が小さい。
　(2)　NC曲線とは、騒音を分析して、周波数別に音圧レベルの許容値を示したもので

　　　 ある。
　(3)　マスキングとは、同時に存在する他の音のために、聞こうとする音が聞きにくい

　　　 現象をいう。
　(4)　ロックウールやグラスウールなどの吸音材は、一般に周波数の低い音より高い音

　　　 のほうが吸音率が大きくなる。
【Ｎｏ．　２】

　室内の空気環境に関する記述のうち、適当でないものはどれか。
　(1)　ホルムアルデヒドは、化学物質過敏症の原因物質であるが、濃度が100ppm程度以

　　　 上になると死にいたることもある。
　(2)　燃焼において、酸素濃度が15%程度以下になると不完全燃焼が始まり、一酸化炭素

　　　 が発生するようになる。
　(3)　喫煙による臭気を許容される限界濃度まで下げるには、一般にタバコ1本につき

　　　 20m3/h程度以上の換気量が必要である。
　(4)　厚生労働省の定めたTVOC(総揮発性有機化合物)の暫定目標値は、個別物質の指針

　　　 値とは別に空気質の状態の目安として用いられる。
【Ｎｏ．　３】

　地球環境問題に関する記述のうち、適当でないものはどれか。
　(1)　酸性雨は、硫黄酸化物や窒素酸化物などから生成した硫酸や硝酸が溶解した雨、

　　　 霧などで、樹木の枯死や構造物の腐食・劣化への影響が問題となっている。
　(2)　LCCO2(ライフサイクルニ酸化炭素排出量)は、建築物など製品のライフサイクルに

　　　 おける二酸化炭素の発生量を定量化したもので、地球温暖化に着目した環境負荷

　　　 の評価指標の一つとして用いられる。
　(3)　オゾン層が破壊されると、太陽光に含まれる有害な赤外線が吸収されることなく

　　　 そのまま地表に到達し、生物に悪影響を及ぼす。
　(4)　二酸化炭素やメタンなど大気中の温室効果ガスの濃度が高くなると、干ばつや洪

　　　 水などの異常気象を引き起こすおそれがある。
【Ｎｏ．　４】

　流体に関する記述のうち、適当でないものはどれか。
　(1)　円管の直管部の摩擦損失は、動圧に比例する。
　(2)　滑らかな円管の層流域における管摩擦係数は、レイノルズ数に比例する。
　(3)　水の動粘性係数は、温度が上昇すると減少する。
　(4)　毛管現象による細管中の液面高さは、表面張力に比例する。
【Ｎｏ．　５】

　図のような円形ダクトにおいて、A点における風速とB点における静圧の組合せとして、適当なものはどれか。ただし、A点の動圧は38.4Pa、静圧は80Pa、B点の風速は12m/s、空気の密度は1.2kg/m3、A点とB点との間の圧力損失は10Paとする。
　　　A点の風速　　　B点の静圧
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　(1)　　6m/s　　…　　20Pa

　(2)　　6m/s　　…　　22Pa

　(3)　　8m/s　　…　　20Pa

　(4)　　8m/s　　…　　22Pa

【Ｎｏ．　６】

　流体に関する用語の組合せのうち、最も関係の少ないものはどれか。
　(1)　ムーディ線図　　　　　　　　…　管摩擦係数
　(2)　ダルシー・ワイスバッハの式　…　圧力損失
　(3)　ジューコフスキーの式　　　　…　粘性係数
　(4)　動粘性係数　　　　　　　　　…　密度
【Ｎｏ．　７】

　燃焼に関する記述のうち、適当でないものはどれか。
　(1)　不完全燃焼状態における燃焼ガスは、二酸化炭素、水蒸気、窒素及び一酸化炭素

　　　 などを含んでいる。
　(2)　一般に、気体燃料より液体燃料のほうが理論空気量に近い空気量で完全燃焼する。
　(3)　燃料の低発熱量とは、高発熱量から燃焼によって生じる燃焼ガス中の蒸気の潜熱

　　　 分を除いた熱量である。
　(4)　燃焼ガス中の窒素酸化物の量は、低温燃焼時より高温燃焼時のほうが多い。
【Ｎｏ．　８】

　熱的現象に関する記述のうち、適当でないものはどれか。
　(1)　等方性を有する物質では、体膨張係数は線膨張係数の約3倍である。
　(2)　単一の物質では、融解点と凝固点、沸点と凝縮点の温度はそれぞれ同じである。
　(3)　純金属の温度を上げると、電気抵抗は大きくなる。
　(4)　気体を断熱膨張させても、その温度は変化しない。
【Ｎｏ．　９】

　湿り空気に関する記述のうち、適当でないものはどれか。
　(1)　飽和湿り空気を冷却しても、絶対湿度は変化しない。
　(2)　顕熱比(SHF)とは、全熱量の変化に対する顕熱量の変化の割合をいう。
　(3)　乾球温度を一定のまま加湿をすると、湿球温度は上がる。
　(4)　露点温度とは、その空気と同じ絶対湿度をもつ飽和湿り空気の温度をいう。
【Ｎｏ．１０】

　水中における金属の腐食に関する文中、　　 　 内に当てはまる語句の組合せとして、適当なものはどれか。
水中における金属の腐食電位列を貴から卑の順に並べると、ステンレス鋼、 　(A)　 、鉛、炭素鋼、 　(B)　 であり、水中で二つの金属を接触させると、より腐食電位の

 　(C)　 金属が腐食される。
　　　 (A)　　　 (B)　　　 (C)

　(1)　鋳鉄　…　銅　　…　高い
　(2)　青銅　…　亜鉛　…　低い
　(3)　青銅　…　銅　　…　低い
　(4)　鋳鉄　…　亜鉛　…　高い
【Ｎｏ．１１】

　電動機のインバータ制御方式に関する記述のうち、適当でないものはどれか。
　(1)　高調波が発生し、進相コンデンサ等が焼損することがある。
　(2)　連続的に変速できるので、負荷に応じた最適の速度が選択できる。
　(3)　始動電流を小さくすることができるので、電源設備容量が小さくてよい。
　(4)　かご形電動機や巻線形電動機が使用できない。
【Ｎｏ．１２】

　金属管工事による低圧屋内配線に関する記述のうち、適当でないものはどれか。
　(1)　電線は、600Vビニル絶縁電線(IV電線)を使用した。
　(2)　電線管は、「電気用品安全法」に適合した金属管を使用した。
　(3)　電線の接続は、損傷のおそれのない場所に施設した金属管内にした。
　(4)　使用電圧が300V以下であるため、金属管にD種接地工事を施した。
【Ｎｏ．１３】

　鉄筋コンクリート造に関する記述のうち、適当でないものはどれか。
　(1)　スラブの開口の最大径が500mmで鉄筋が切断されたときは、開口の周囲や隅角部を

　　　 鉄筋で補強する。
　(2)　耐圧スラブの鉄筋の最小かぶり厚さは、土に接しない部分は40mm以上、土に接す

　　　 る部分は60mm以上とする。
　(3)　梁貫通孔の径が梁せいの1/5以下で、かつ150mm未満のものは、補強を省略できる。
　(4)　梁貫通孔が並列する場合の中心間隔は、孔の径の平均値の3倍以上とする。
【Ｎｏ．１４】

　コンクリート工事に関する記述のうち、適当でないものはどれか。
　(1)　単位セメント量が少ないほど、水和熱や乾燥収縮によるひび割れの発生が多くな

　　　 るため、最小値を規定して計画した。
　(2)　レディーミクストコンタリートの練り混ぜ開始から工事現場までの運搬時間の

　　　 限度は、1.5時間とした。
　(3)　打込み後のコンクリートの急激な乾燥を防止するため、養生マットを用いた。
　(4)　打込まれた普通コンクリートの構造体強度の確認は、材齢28日の供試体で行った。
　　選　択　問　題

問題No.15からNo.37までの23問題のうちから12問題を選択し、解答してください。

【Ｎｏ．１５】

　空気調和方式に関する記述のうち、適当でないものはどれか。
　(1)　変風量単一ダクト方式は、低負荷時において吹出し風量が少なくなり、温度むら

　　　 を生じやすくなる。
　(2)　定風量単一ダタト方式では、各室間の温度差を小さくするために、熱負荷特性の

　　　 ほぼ等しい室をまとめてゾーニングする。
　(3)　エアフローウインド方式は、日射や外気温度による室内への影響を小さくするこ

　　　 とができる。
　(4)　床吹出し方式は、冷房運転時における空調域の垂直方向の温度差が生じにくい。
【Ｎｏ．１６】

　一般事務室における空気調和の熱負荷計算に関する記述のうち、適当でないものはどれか。
　(1)　日射などの影響を受ける外壁の冷房負荷は、時間遅れを考慮する。
　(2)　陽の当たらない北側のガラス窓においても、冷房負荷として日射負荷を考慮する。
　(3)　暖房時には、土間床や地下壁からの通過熱は、無視する。
　(4)　サッシからの隙間風負荷は、導入外気量と排気量を調整し、室内を正圧に保つこ

　　　 とで無視する。
【Ｎｏ．１７】

　冷房時における定風量単一ダクト方式の湿り空気線図に関する記述のうち、適当でないものはどれか。なお、外気導入には全熱交換器を用いるものとする。
　(1)　冷却コイル負荷は、点④と点⑤の比
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　　　 エンタルピー差と空気調和機の送風

　　　 量の積から求める。
　(2)　外気負荷は、点③と点④の比エンタ

　　　 ルピー差と外気量の積から求める。
　(3)　点②は、全熱交換器出口の状態点で

　　　 あり、交換効率が良くなるほど点④

　　　 に近づく。

　(4)　室内負荷の顕熱比が大きくなるほど、

　　　 直線③⑤の勾配は小さくなる。
【Ｎｏ．１８】

　建築物の省エネルギーに関する記述のうち、適当でないものはどれか。
　(1)　変流量システムでは、ポンプの搬送動力は可変速制御より台数制御のほうが、

　　　 少なくできる。
　(2)　長方形の建物では、長辺が東西に面するより南北に面するほうが、熱負荷量が少

　　　 ない。
　(3)　複層ガラスでは、ブラインドを室内側に設けるより、ガラスの間に設けるほうが

　　　 熱負荷量が少ない。
　(4)　全熱交換器による熱回収では、便所や湯沸室の排気は利用しない。
【Ｎｏ．１９】

　空気調和設備の自動制御に関する用語の組合せのうち、適当でないものはどれか。
　(1)　VWVシステムの空気調和機コイルの水量制御　…　電動二方弁
　(2)　VAVシステムの空気調和機の送風量制御　　　…　インバーター
　(3)　導入外気量制御　　　　　　　　　　　　　 …　モーターダンパー
　(4)　冷却塔の冷却水温度制御　　　　　　　　　 …　ポンプの発停
【Ｎｏ．２０】

　コジェネレーションシステムに関する記述のうち、適当でないものはどれか。
　(1)　同じ燃料消費量での排熱量は、ディーゼルエンジン、ガスエンジン、ガスタービ

　　　 ンの順序で増加し、発電出力も同じく増加する。
　(2)　ガスタービンからの排ガスは、温度が高いので一般的に排熱蒸気ボイラーで回収

　　　 される場合が多い。
　(3)　系統連系されるコジェネレーションシステムでの自家発電機は、誘導発電機と同

　　　 期発電機のうち、一般的に同期発電機が使用されている。
　(4)　ガスエンジンを使用する場合は、ジャケット冷却水を空気調和機などに直接供給

　　　 するのは、耐圧や防食の点で好ましくないが、同一階にある温水吸収冷凍機には

　　　 直接供給してもよい。
【Ｎｏ．２１】

　氷蓄熱に関する記述のうち、適当でないものはどれか。
　(1)　氷蓄熱では、製氷による冷媒蒸発温度の低下に伴い、冷凍機能力及び効率(COP)が

　　　 低下する。
　(2)　製氷方式のスタティック形は、熱交換器表面に接した水を冷却し、氷として成長

　　　 させるものである。
　(3)　氷蓄熱は、水蓄熱と比べ蓄熱槽容積を小さくできるが、低温で蓄熱するので熱損

　　　 失は多くなる。
　(4)　氷充てん率(IPF)を上げると、蓄熱槽容量を小さくできる。
【Ｎｏ．２２】

　換気設備に関する記述のうち、適当でないものはどれか。
　(1)　居室には、当該居室の床面積の1/20以上の換気上有効な開口部を設ける。
　(2)　劇場、映画館などの特殊建築物の居室には、換気上有効な開口部があっても、1人

　　　 当たり20m3/h以上の外気量を導入する機械換気設備を設けなければならない。
　(3)　密閉式燃焼器具を設置した室には、火気を使用する室としての換気を要しない。
　(4)　発熱量の合計が10kW以下の火を使用する調理室以外の室で、サッシに換気用の小

　　　 窓を設けた室には火気を使用する室としての換気を要しない。
【Ｎｏ．２３】

　換気設備に関する記述のうち,適当でないものはどれか。
　(1)　厨房の換気を、第1種機械換気とし、給気量を排気量よりも多くする。
　(2)　ボイラー室の換気を、第2種機械換気とし、燃焼に要する空気量のほか室内を冷却

　　　 するための風量を考慮する。
　(3)　浴室の換気を,第3種機械換気とし、使用後、排気送風機をタイマーでしばらく運

　　　 転する。
　(4)　エレベーター機械室の換気は、熱の除去が主な目的であり、40℃以下になるよう

　　　 に換気し、サーモスタットで発停を制御する。
【Ｎｏ．２４】

　図のような機械排煙設備において、区画面積が300m2、250m2及び200m2の3つの防煙区画を受け持つ排煙機の必要最小風量として、正しいものはどれか
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　(1)　18,000m3/h

　(2)　27,000m3/h

　(3)　36,000m3/h

　(4)　45,000m3/h

【Ｎｏ．２５】

　排煙設備の構造に関する記述のうち、「建築基準法」上、適当でないものはどれか。
　ただし、本設備は、「階及び全館避難安全検証法」及び「特殊な構造」によらないものとする。
　(1)　天井高さが3m未満の場合、排煙口の設備位置は、天井面又は天井から1m以内で、

　　　 防煙垂れ壁の下端より上の部分に設ける。
　(2)　排煙口は、防煙区画された部分ごとに、区画された部分の各部から30m以内の距離

　　　 になるように設ける。
　(3)　自然排煙による場合の排煙口の開口面積は、防煙区画部分の床面積の1/50以上と

　　　 する。
　(4)　建築物の各部分を、床面積が500m2以内ごとになるように防煙壁で区画する。
【Ｎｏ．２６】

　水道施設の給水装置に関する記述のうち、適当でないものはどれか。
　(1)　直結給水における増圧給水設備は、水道メーターの下流側に増圧ポンプ、逆流防

　　　 止器等を連結したもので、末端最高位の器具の水圧を確保するための設備である。
　(2)　給水装置の耐圧性能試験では、1.75MPaの静水圧を1分間加えたとき、水漏れ、変

　　　 形、破損その他の異常がないことを確認する。
　(3)　配水管から分岐し最初に設置する止水栓は、操作の容易性、損傷防止のため、メ

　　　 ーターます又は止水栓筐内に収納する。
　(4)　配水管より分水栓又はサドル付分水栓によって給水管を取り出す場合は、他の給

　　　 水装置の取付口から20cm以上離す。
【Ｎｏ．２７】

　下水道に関する記述のうち、適当でないものはどれか。
　(1)　処理区域内において、くみ取便所が設けられている建築物を所有する者は、下水

　　　 の処理を開始すべき日から5年以内に水洗便所に改造しなければならない。
　(2)　排水設備において、ますは、内径又は内のりが15cm以上の円形又は角形とする。
　(3)　排水設備において、排水管の土かぶりは、建物の敷地内では原則として20cm以上

　　　 とする。
　(4)　管路施設において、2本の管渠が合流する場合の中心交角は、原則として60度以下

　　　 とし、曲線をもって合流する場合の曲率半径は、内径の5倍以上とする。
【Ｎｏ．２８】

　給水設備に関する記述のうち,適当でないものはどれか。
　(1)　飲料用FRP製水槽と鋼管との接続には、フレキシブルジョイントを設けて、配管の

　　　 重量や配管の変位による荷重が直接槽にかからないようにする。
　(2)　飲料用高置水槽のオーバーフロー管は間接排水とし、水抜き管は最寄りの排水管

　　　 に直接接続する。
　(3)　高層建築物では、水栓、器具などの給水圧力が500kPa、大便器洗浄弁にあっては

　　　 400kPaを超えないようにする。
　(4)　5m3を超える飲料用水槽には、内部の点検清掃が容易に行えるように直径60cm以上

　　　 の円が内接できるマンホールを設け、水槽の周囲には点検スペースを確保する。
【Ｎｏ．２９】

　設計用給水量の算定に関する記述のうち、適当でないものはどれか。
　(1)　人員による1日使用水量は、給水対象人員と建物種類別の1人1日当り使用水量から

　　　 求める。
　(2)　人員による時間当り平均予想給水量は、人員による1日使用水量と1日平均使用時

　　　 間から求める。
　(3)　人員による時間最大予想給水量は、人員による時間当り平均予想給水量に1.5～2
　　　 を乗じて求める。
　(4)　受水槽を設ける場合の高置水槽の容量は、時間最大予想給水量に1.5～2を乗じて

　　　 求める。
【Ｎｏ．３０】

　給湯設備に関する記述のうち、適当でないものはどれか。
　(1)　局所式給湯方式は、給湯箇所が少ない場合には、少ない設備費で必要温度の湯を

　　　 比較的簡単に供給することができるが、供給箇所が多くなると維持管理が煩雑と

　　　 なる。
　(2)　レジオネラ属菌による事故を防止するため、中央式給湯配管内の給湯温度を40～

　　　 45℃とし、また循環式浴槽への給湯配管にはろ過装置を設置する。
　(3)　補給水槽を兼ねる開放式膨張タンクの有効容量は、加熱による給湯装置内の水の

　　　 膨張量に給湯装置への補給水量を加えた容量とする。
　(4)　中央式給湯配管の循環湯量は、加熱装置の出入り口温度差(5℃)と循環経路の配管

　　　 及び機器からの熱損失から求める。
【Ｎｏ．３１】

　排水設備に関する記述のうち、適当でないものはどれか。
　(1)　排水トラップの封水深は、トラップのウェアからディップまでの垂直距離のこと

　　　 であり、一般に100mm以上150mm以下とする。
　(2)　排水立て管に45度を超えるオフセットを設ける場合、オフセットの管径は、排水

　　　 横主管として決定する。
　(3)　各種器具の排水負荷単位は、器具の種別による同時使用率、使用頻度などを考慮

　　　 して決定する。
　(4)　排水管の管径は、最小30mmとし、かつトラップロ径より小さくしない。
【Ｎｏ．３２】

　排水設備の通気管に関する記述のうち、適当でないものはどれか。
　(1)　各個通気管の管径は、それが接続される排水管管径の1/2以上とする。
　(2)　ループ通気管は、最上流の器具排水管が排水横技管に接続した箇所のすぐ上流か

　　　 ら立ち上げる。
　(3)　各個通気管は、器具トラップのウェアから管径の2倍以上離した位置から取り出す。
　(4)　結合通気管の管径は、通気立て管と排水立て管のいずれか小さいほうの管径以上

　　　 とする。
【Ｎｏ．３３】

　排水設備に関する記述のうち、適当でないものはどれか。
　(1)　自己サイホン作用を防止するため、器具排水口からトラップウェアまでの垂直距

　　　 離は、700mm以上とする。
　(2)　排水立て管に接続する排水横枝管の垂直距離が2.5mを超える排水立て管の区間を

　　　 1ブランチ間隔という。
　(3)　器具排水負荷単位法で、大便器(洗浄弁方式)が3個接続される排水横枝管の管径は

　　　 100mmとする。
　(4)　排水管の管径が100mm以下の場合、掃除口の大きさは排水管の管径と同一とする。
【Ｎｏ．３４】

　不活性ガス消火設備に関する記述のうち、「消防法」上、誤っているものはどれか。
　(1)　起動装置は、窒素、IG-55またはIG-541を放射する設備にあっては、自動式とする。
　(2)　起動装置の操作部は、床面からの高さが0.8m以上1.5m以下の箇所に設ける。
　(3)　ボイラー室の全域放出方式の設備に使用する消火剤は、二酸化炭素とする。
　(4)　非常電源は、その容量を当該設備を有効に30分間作動できる容量以上とする。
【Ｎｏ．３５】

　ガス設備に関する記述のうち、適当でないものはどれか。
　(1)　供給ガスの発熱量は、一般に高発熱量で表される。
　(2)　特定ガス用品の検査機関による認証の有効期間は、5年である。
　(3)　LPガスを除く都市ガスの種類は、燃焼速度及びウォッベ指数により分類される。
　(4)　ボンベ供給方式のLPガスは、約50kPaに減圧して燃焼機器に供給する。
【Ｎｏ．３６】

　し尿浄化槽の処理対象人員算定基準に関する記述として、適当でないものはどれか。
　(1)　事務所関係の処理対象人員は、延べ面積に厨房設備の有無による定数を乗じて算

　　　 出する。
　(2)　保育所、幼稚園、小・中学校の処理対象人員は、延べ面積に定数を乗じて算出す

　　　 る。
　(3)　医院の処理対象人員は、延べ面積に定数を乗じて算出する。
　(4)　一般の戸建て住宅の処理対象人員は、延べ面積により5人又は7人になる。
【Ｎｏ．３７】

　ある集合住宅の合併処理浄化槽のBOD除去率として,正しいものはどれか。
ただし、流入水及び放流水の水量BOD濃度は下表とする。

(1)　60%
(2)　70%
(3)　80%
(4)　90%
排水の種類
水量(m3/日)
BOD濃度(mg/L)


流 入 水
便所の汚水
50
200



雑排水
150
180


放 流 水
200
60

　　必　須　問　題

問題No.38からNo.44までの７問題は必須問題です。全問題を解答してください。

【Ｎｏ．３８】

　直だき吸収冷温水機に関する記述のうち、適当でないものはどれか。
　(1)　二重効用形は、高温再生器で発生した冷媒水蒸気で低温再生器を加熱する構造で

　　　 ある。
　(2)　機内の真空度を保つために、真空ポンプ又は溶液エゼクタを用いている。
　(3)　冷却水は、凝縮器を冷却した後、吸収器を冷却する。
　(4)　蒸発器及び吸収器の圧力は、再生器及び凝縮器の圧力よりも低い。
【Ｎｏ．３９】

　冷却塔に関する記述のうち、適当でないものはどれか。
　(1)　開放形では冷却水の一部を蒸発させて、循環する水の温度を下げる。
　(2)　冷却塔の出口水温は、外気の湿球温度より低くすることはできない。
　(3)　冷却塔の入口水温と外気の湿球温度の差をアプローチと呼び、一般に5℃前後とし

　　　 ている。
　(4)　冷却塔の入口水温と出口水温との差をレンジと呼び、一般に5℃前後としている。
【Ｎｏ．４０】

　送風機に関する記述のうち、適当でないものはどれか。
　(1)　多翼送風機は、遠心送風機のうちでは所要の風量と静圧に対して最も小形になり、

　　　 空気調和用として一般的に使用される。
　(2)　後向き羽根送風機は、高い静圧が得られ、リミットロード特性を有しているので、

　　　 排煙機に使用される。
　(3)　軸流送風機は、送風機のうちで所要の風量と静圧に対して騒音が最も小さいので、

　　　 換気扇やルーフファンに使用される。

　(4)　横流送風機は、軸に直角の方向から吸い込むので、軸方向の羽根の幅を長くでき、

　　　 サーキュレーター、エアーカーテン用として使用される。
【Ｎｏ．４１】

　配管付属品に関する記述のうち、適当でないものはどれか、
　(1)　仕切弁は、全開時には流体の圧力損失が非常に小さいが、半開の状態で使用する

　　　 と弁体の背面に渦流が生じ、振動を起こしたりする。
　(2)　玉形弁は、弁箱内における流体の方向が急激に変化するため流体抵抗が大きいが、

　　　 リフトが小さいので開閉時間が速く、半開でも使用することができる。
　(3)　バタフライ弁は、弁の開閉操作が比較的速く、流量特性がよい。
　(4)　リフト式逆止弁は、デュアルプレート式やスイング式と違い、立管用と横管用の

　　　 区分がない。
【Ｎｏ．４２】

　ダクト及びダクト付属品に関する記述のうち、適当でないものはどれか。
　(1)　シーリングディフユーザー形吹出口は、誘引作用が非常に大きく、優れた空気分

　　　 布が得られる。
　(2)　スパイラルダクトは、強度が強いので、高圧ダクトとして使用できる。
　(3)　ノズル形吹出口は、発生騒音が大きいので、吹出風速を抑える必要がある。
　(4)　共板工法ダクトは、アングル工法ダクトに比べ接合締付力が劣るため、ガスケッ

　　　 トに厚みのあるものを使用し、弾力性をもたせる。
【Ｎｏ．４３】

　「公共工事標準請負契約約款」に関する記述のうち、適当でないものはどれか。
　(1)　監督員の権限には、工事の施工状況の検査又は工事材料の試験若しくは検査が含

　　　 まれる。
　(2)　現場代理人の権限には、請負代金額の変更、請負代金の請求及び受領が含まれる。
　(3)　発注者は、請負者から工事が完成した旨の通知を受けたときは、通知を受けた日

　　　 から14日以内に検査を完了しなければならない。
　(4)　請負者は、完成検査に合格しないときは、直ちに修補して発注者の検査を受けな

　　　 ければならない。
【Ｎｏ．４４】

　JISに規定する配管材料とその記号の組合せのうち、誤っているものはどれか。
　(1)　水道用硬質塩化ビニル管　 …　VU

　(2)　配管用炭素鋼鋼管　　　　 …　SGP 
　(3)　ダタタイル鋳鉄管(3種管)　…　D3
　(4)　水配管用亜鉛めっき鋼管　 …　SGPW
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